
2
【
昔
人
】
昔
の
人
。
こ
こ
で
は
、
仙せ

ん

人に
ん

の

こ
と
。

3
【
空
し
く
余
す
】
た
だ
む
な
し
く
残
さ
れ

て
い
る
だ
け
だ
。

4
【
復
た
返
ら
ず
】
二
度
と
戻も

ど

っ
て
こ
な
い
。

5
【
千
載
】
千
年
た
っ
た
今
も
。

5
【
悠
悠
】
ゆ
っ
た
り
し
た
様
子
。

6
【
歴
歴
】
は
っ
き
り
と
見
え
る
様
子
。

6
【
漢
陽
】
長

チ
ャ
ン

江チ
ア
ンを

挟は
さ

ん
だ
対
岸
に
あ
る
町
。

7
【
芳
草
】
香
り
の
よ
い
草
花
。

7
【
萋
萋
】
草
が
盛さ

か

ん
に
生お

い
茂し

げ

る
様
子
。

7
【
鸚
鵡
州
】
長

チ
ャ
ン

江チ
ア
ンに

あ
っ
た
中な

か

州す

。

8
【
郷
関
何
れ
の
処
か
是
な
る
】
故
郷
は
ど

の
辺
り
だ
ろ
う
か
。

9
【
煙
波
江
上
】
立
ち
こ
め
る
も
や
が
長

チ
ャ
ン

江チ
ア
ンを

包
み
込こ

み
。

右9	

【
人
を
し
て
愁
へ
し
む
】
私
を
悲
し
い
気

持
ち
に
さ
せ
る
。
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頃ご
ろ

］
中
国
の
唐と

う

時
代
の
詩
人
。

〈
詩
の
原
文
は
『
新
書
漢
文
大
系
6
唐と
う

詩し

選せ
ん

』
に
よ
る
。〉

昔せ
き
じ
ん人
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で

に
黄
く
わ
う

鶴か
く

に
乗
じ
て
去
り

此こ

の
地
空む
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し
く
余あ
ま

す
黄
く
わ
う

鶴か
く

楼ろ
う

黄く
わ
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鶴か
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一ひ
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た
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去
り
て
復ま

た
返
ら
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白
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し
く
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晴
川
歴
歴
た
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漢か
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た
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う

日
暮
郷
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や
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関
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わ
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何い
づ
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処
と
こ
ろ
か
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れ

な
る
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波ぱ

江か
う

上
じ
や
う

人
を
し
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れ

へ
し
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コ
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コ
ウ

コ
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